
 

お正月にまつわるお話です。 

むかしむかし、大むかしのある年の暮れの事です。神さまが、動物たちに言いました。 

「もうすぐ正月だ。元旦には、みんな私の所に来なさい。そして、先に来た者から十二番目までをその

年の大将としよう」 ところが、うっかり者のネコは集まる日を忘れたので、友だちのネズミに聞きまし

た。 するとネズミは、「ああ、新年の二日だよ」と、わざとうそを教えました。 

さて、元旦になりました。 

ウシは足が遅いので、朝早くに家を出ました。ちゃっかり者のネズミは、こっそりウシの背中に乗って

神さまの前に来ると、ピョンと飛び降りて一番最初に神さまの前に行きました。 それでネズミが最初

の年の大将になり、ウシが二番目になりました。その後、トラ・ウサギ・タツ・ヘビ・ウマ・ヒツジ・サル・

ニワトリ・イヌ・イノシシの順になりました。 

ところがネコは、ネズミに教えられた通り二日に神さまの所へ行きました。すると神さまは、「遅かった

ね。残念だけど、昨日決まったよ」と、言うではありませんか。 くやしいのなんの。 

「ネズミめ、よくも騙したな！」怒ったネコは、それからずっと、ネズミを見ると追いかける様になりまし

たとさ。  おしまい 

これは日本に伝わる中国の昔話です。十二支のいわれのようですが、来年は辰年ですね。                                     

来年はどのような年になるのでしょうか。ねずみのようにずる賢くなく、ネコのようにいつも何かを追い

かけるばかりでなく子ども達が健やかに安心して過ごせる年になってほしいと願います。 

武井 まさ子     
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新年恒例になりつつあるスタッフかるた、 

今年もそれぞれ名字の頭文字を使って一句 

作りました。新年への希望（!?）を込めた 

メッセージです。 

皆さんの一句もお待ちしていま～す！ 

 
寒くなり、風邪をひきやすくなってきました。少しずつウイルス性の風邪、嘔吐下痢なども流行して

きています。どうぞお子様の体調にお気を付けください。もし発熱、嘔吐、下痢などの症状が見られた

ら医師に相談し、お家で症状が安定するまで安静に過ごさせてください。 

広場には 0歳の赤ちゃん、小さいお子さんがたくさん遊びに来ていますので、医師より感染する病気

と診断されましたら完治するまでお家でお過ごしくださいますようご配慮をお願いいたします。 

子ども家庭支援センター年末年始休館のお知らせ 

期間: 12 月 29 日(木)～1 月 3 日(火) 
 

昨年も 1 年間ありがとうございました。 

本年もよろしくお願いいたします。  

小平市子ども家庭支援センター スタッフ一同 
 

 


